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ネイルスクールおよびネイルに関する授業・講習等における 

新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン 

Ver.8 改定のポイント 

2022 年 12 月 26 日 

 

感染拡大防止と社会経済活動の両立の観点から、内閣官房・新型コロナウイルス等感染症対策推進室

において、最新情報を踏まえてまとめられた「業種別ガイドラインの見直しのためのポイント」に従い、

NPO 法人日本ネイリスト協会発行「新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」を 《ver.8》として改定し

ました。 

 

■改定の主なポイント 

※マスクの着用義務に関する記載の変更（つけなくてもよい場面の明示など） 

・屋外では原則着用不要（人との距離（目安 2m）が保てず、会話をする場合は着用） 

・病気や障害等でマスク着用が困難な場合の配慮についての追加 

※人と人との距離の確保に関する記載の変更 

・マスクを着用し会話をしない場合は「できるだけ 2m、最低 1m」という距離の確保は不要 

※施設内器具、用具、備品類や共用部の消毒・除菌、及びトイレ・手洗い設備についての記載の変更 

・消毒、除菌等の頻度を「使用毎に」等の表記から「適宜」等に変更 

・ハンドドライヤーは使用可 

※効果的な換気の推奨（エアロゾル対策、必要な換気量、空気の流れなど） 

※COCOA アプリの機能停止にともない、利用促進に関する記載を削除 

※医療機関・保健所の負担軽減方針についての記載を追加 

・抗原定性検査キット等によるセルフチェックの推奨 

・自宅療養中の HER-SYS、健康フォローアップセンターの活用 

・療養待機解除に際しての陰性証明書提出義務の廃止等 

※ワクチン接種の推奨に関する記載の追加 

※有症状者や陽性者、濃厚接触者の適切な扱い 

 ・同一世帯で感染者が発生した場合を除き濃厚接触者の特定は行わない 

 ・陽性者、濃厚接触者の待機期間の短縮 

※海外渡航歴を有する者への対応の変更 

 ・海外渡航歴のある者並びに渡航者との濃厚接接触がある場合の制限の削除 

 

 

参照：With コロナに向けた政策の考え方 

（令和 4 年 9 月 8 日）新型コロナウイルス感染症対策本部決定） 

https://corona.go.jp/withcorona/pdf/withcorona_policy_20220908.pdf 

 

 

  

https://corona.go.jp/withcorona/pdf/withcorona_policy_20220908.pdf


2 

 

■適合施設 チェックリスト Ver.7 との比較 

 

Ver.7 Ver.8 
教室・講習会場の設備・環境 全般に関わる事項 教室・講習会場の設備・環境 全般に関わる事項 

1.教室・講習会場入口の衛生的配慮 

□手指に用いる消毒剤または除菌剤等を設置し、

入口で手指消毒を行ってから入室するよう促してい

る。 

□ドアノブ等（高頻度接触部位）は、ドアの開閉時の

都度、または定期的に消毒または除菌を行ってい

る。 

1.手指消毒剤等の常備（教室・講習会場入口等） 

□手指に用いる消毒剤または除菌剤等を設置し、

入口で手指消毒を行ってから入室するよう促してい

る。 

□ドアノブ等は、適宜、消毒または除菌を行ってい

る。 

2.対面遮蔽の工夫（実習時）、 

間隔をあけた席の配置(座学時・実習時) 

□実習時は対面遮蔽用のスニーズガードを設置し

ている。スニーズガードの設置ができない密接場面

では、受講生・モデル共に、フェイスシールドとマス

クの両方を着用している。大声で会話しないよう努

めている。 

□受講生同士が密接しないよう席の間隔を適切に

（最低 1m、できれば 2m）あけている。 

席の間隔が 1m 未満の場合は、側面遮蔽用のスニ

ーズガードも設置している。 

□実習終了後は、スニーズガードの消毒または除

菌を行っている。 

 

2.対面遮蔽の工夫（実習時）、 

間隔をあけた席の配置(座学時・実習時) 

□相モデル実習時は対面遮蔽用のスニーズガード

を設置している。（※スニーズガードの設置が出来

ない密接場面では、受講生・モデル共に、フェイスシ

ールドとマスクの両方を着用することが望ましい＜

任意＞）。大声で会話しないよう努めている。 

□受講生同士が密接しないよう席の間隔を適切に

あけている。（※席の間隔が狭い場合<目安として

席の間隔が 1m 未満>は、換気に注意をしたうえで、

側面遮蔽用のスニーズガードの設置も検討するこ

と。） 

□スニーズガードの消毒または除菌を、適宜行って

いる。 

3.モデルハンド（人工ハンド）を活用したトレーニング

（実習時）およびリモートを活用した座学授業 

□実習を行う際には、可能な限り“人の手”ではな

く、モデルハンド（人工ハンド）”を活用したプログラ

ムを導入し、密接および密集を避けている。座学授

業においてはリモートの活用を検討している。 

 

3.モデルハンド（人工ハンド）を活用したトレーニング

（実習時）およびリモートを活用した座学授業 

□実習を行う際には、可能な限り“人の手”ではな

く、“モデルハンド（人工ハンド）”を活用したプログラ

ムを導入し、密接および密集を避けている。座学授

業においてはリモートの活用を検討している。 

4.効率の良い換気・湿度管理 

□外気に面した窓やドアを開けられる施設では、送

風機等（扇風機は室外に向けて使用する等）を活用

して効果的な換気を行っている。窓やドアが開けら

れない施設では、建物に設置されている給排気設

備を常時稼働させるとともに、定員を 2/3～1/2程度

に減らす対策を講じている。乾燥する場面では湿度

40％以上を目安に湿度管理を行っている。 

「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気の方

法として窓開け換気が難しい場合には、空気清浄

機（HEPA フィルターによるろ過式かつ風量が毎分 5

㎥程度以上のものなど）を使用すること。 

 

4.効率の良い換気・湿度管理 

□外気に面した窓やドアを開けられる施設では、送

風機等（扇風機は室外に向けて使用する等）を活用

して効果的な換気を行っている。窓やドアが開けら

れない施設では、建物に設置されている給排気設

備を常時稼働させ、必要換気量（一人あたり毎時 30

㎥）を確保するよう努めている。室内空気質の確認

として、CO2 測定機を活用している。乾燥する場面

では湿度 40％以上を目安に湿度管理を行ってい

る。 

 「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気の

方法として窓開け換気が難しい場合には、空気清

浄機（HEPA フィルターによるろ過式かつ風量が毎

分 5 ㎥程度以上のものなど）を使用している。 

5.高頻度接触部位の消毒または除菌 

□テーブル（教室、共用部分、スタッフルームを含

む）、椅子（背もたれ、ひじ掛け、座面）、ドアノブ、電

気のスイッチ、電話、キーボード、タブレット、タッチ

パネル、レジ、蛇口、エレベーターのボタン、カラー

サンプル、デザインサンプル等の消毒または除菌を

行っている。 

 

5.教室・講習会場内のクリンリネス 

□教室・講習会場内はクリンリネス（清潔で衛生的

で快適な状態）を心掛けている。 
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6.受講生の休憩スペース 

□休憩時間も密集を避け（最低 1m、できれば 2m あ

ける）、飲食の際は横並びに座り、会話も控え、効

率の良い換気を行っている。 

□テーブル、椅子、その他 高頻度接触部位を定期

的に消毒または除菌を行っている。 

6.受講生の休憩スペース 

□休憩時間も密集・密接を避け飲食の際は横並び

に座り、会話も控えて黙食を心掛ける。 

□効率の良い換気を行っている。 

7.会計の際の留意点 

□可能な限り、電子決済を推奨し、カードリーダー、

タブレット、キャッシュトレイ、ペン等の消毒または除

菌をしている。 

□会計後の手洗いまたは手指消毒を徹底してい

る。 

 

7.会計の際の留意点 

□可能な限り、電子決済を推奨し、カードリーダー、

タブレット、キャッシュトレイ、ペン等も衛生保持に務

めている。 

□現金、クレジットカード等の受け渡しが発生する

場合には、受け渡し後に手指消毒を行うか、手指消

毒が出来ない場合は コイントレイなどを使用して

いる。会計後も手洗い等の衛生措置を講じている。 

 

8.トイレ、手洗い設備等の衛生的配慮 

□清掃、消毒または除菌を通常以上に徹底してい

る。 

□トイレはフタを閉めて流す徹底を図るための掲示

を行っている。 

□液体石けん、ペーパータオルを備えている。共用

タオルを使用していない。ハンドドライヤーの使用を

停止している。 

 

8.トイレ、手洗い設備等の衛生的配慮 

□適宜、トイレを清掃している。 

□液体石けん、ペーパータオルを備えている。共用

タオルを使用していない。 

9.廃棄物の処理 

□ふた付きのゴミ箱を備え、ゴミはビニールに入れ

適切な方法で廃棄している。 

□廃棄物の処理の際は、グローブとマスクを着用し

ている。 事後に手洗い、手指消毒をしている。 

9.廃棄物の処理 

□ふた付きのゴミ箱を備え、ゴミはビニールに入れ

適切な方法で廃棄している。 

□廃棄物の処理の際は、グローブとマスクを着用し

ている。事後に手洗い等の衛生措置を講じている。 

講師・スタッフの健康管理等に関わる事項  講師・スタッフの健康管理等に関わる事項  

10.講師・スタッフの健康管理 

□体調チェックに気を配り、健康管理（体温等）を記

録している。毎日の行動記録（いつ、どこで、誰と会

ったか）を残している。 

□出勤を控える要件を理解している。体調が悪い場

合には出勤せず、自宅療養する社内ルールを徹底

すること。 

□出勤後に少しでも体調が悪いスタッフが見受けら

れた場合や発熱など軽度の体調不良を訴えた場合

は、簡易検査キットを活用して検査を実施するか、

速やかに最寄りの医療機関を受診させ医師の判断

を仰ぎ、回復するまで治療に専念している。 

 

10.講師・スタッフの健康管理 

□体調チェックに気を配り、健康管理（体温等）を記

録している。 

□出勤を控える要件を理解している。体調が悪い場

合には出勤せず、自宅療養する社内ルールを徹底

している。 

□出勤後に少しでも体調が悪いスタッフが見受けら

れた場合や発熱など軽度の体調不良を訴えた場合

は、簡易検査キットを活用して検査を実施している。

陽性が判明した場合は健康フォローアップセンター

等に連絡し、指示をあおぐことを申し合わせている。 

11.マスクの常時着用、フェイスシールドの活用 

□講師・スタッフは飛沫感染防止のため、マスクを

常時着用している。 

□スニーズガードの設置ができない密接場面では、

フェイスシールドとマスクの両方を着用している。フ

ェイスシールドの着用後は消毒または除菌を行って

いる。 

 

11.マスクの正しい着用 

□講師・スタッフは飛沫感染防止のため、品質の確

かな不織布マスクを、すき間なく着用することを心

掛けている。 
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12.スタッフルーム等 

□食事、休憩時、着替えの際に密集を避け（最低

1m、できれば 2m）、飲食の際は横並びに座り、会話

も控え、効率の良い換気を行っている。テーブル、

椅子、その他 高頻度接触部位を消毒または除菌し

ている。 

□飲食時、歯みがき、お化粧直し等のマスクを外す

場面で会話を控えている。歯みがきエチケット(感染

予防)を励行している。 

 

12.スタッフルーム等 

□スタッフルーム内の密接・密集・密閉を避け、飲

食の際は横並びに座り、会話も控え、黙食を心掛け

ている。 

□効率の良い換気を行っている。 

□歯みがき、お化粧直し等のマスクを外す飲食以

外の場面でも会話を控えている。歯みがきエチケッ

ト(感染予防)を励行している。 

□スタッフルームのクリンリネスを心掛けている。 

受講予約・受付に関わる事項 受講予約・受付に関わる事項 

13.予約制の徹底 

□受講予約と受講定員を設定し、最少人数の講師・

スタッフで対応できるように運営し、講習時間が延

長しないよう努めている。  

 

13.予約制の徹底 

□受講予約と受講定員を設定し、講習時間が延長

しないよう努めている。 

 

14.受講生の体調チェック（予約時） 

□受講予約にあたり、受講をお断りする要件を明記

し、該当しない事を確認してから、受講の予約を受

け付けている。 

14.受講生の体調チェック（予約時） 

□受講予約にあたり、受講をお断りする要件を明記

し、該当しない事を確認してから、受講の予約を受

け付けている。 

受講生に関わる事項 受講生に関わる事項 

15.受講生の体調チェック（受講当日） 

□体調が万全でない場合は、予約日を変更してい

ただくようお願いしている。 

□検温を行い、当日の体調が良好であるかを伺っ

て、マスクの着用確認を行ってから授業または講習

をスタートしている。 

※商業施設内に施設がある場合は、商業施設の入

り口等で既に検温を実施している場合、再度の検温

は行わなくてもよい。 

15.講生の体調チェック（受講当日） 

□体調が万全でない場合は、予約日を変更してい

ただくようお願いしている。 

□検温を行い、当日の体調が良好であるかを伺っ

て、マスクの着用確認を行ってから授業または講習

をスタートしている。 

※商業施設内に施設がある場合は、商業施設の入

り口等で既に検温を実施している場合、再度の検

温は行わなくてもよい。 

16.マスク着用の確認 

□飛沫感染防止のため、マスクを正しく着用できて

いるか確認している。 

16.マスク着用の確認 

□飛沫感染防止のため、マスクを正しく着用できて

いるか確認している。 

□マスクの着用が困難な受講生に対しては、施設

のルールに基づいて対応が出来るようにしている。 

 

実習に関わる事項 実習に関わる事項 

17.実習を行う際の着衣等（受講生） 

□マスク、フェイスシールド（必要に応じて）、アイガ

ード、グローブ（必要に応じて）、清潔な実習着やエ

プロンを着用している。 

□スニーズガードの設置ができない密接場面では、

フェイスシールドとマスクの両方を着用している。 

 

17.実習を行う際の着衣等（受講生） 

□マスク、清潔な実習着やエプロン、および必要に

応じてフェイスシールド、アイガード、グローブを着

用している。 

18.丁寧な手指消毒 

□こまめな手洗いを励行すると共に、施術のはじめ

に消毒剤を用いて擦式清拭消毒を丁寧に行ってい

る。 

18.丁寧な手指消毒 

□こまめな手洗いを励行すると共に、施術のはじめ

に消毒剤を用いて擦式清拭消毒を丁寧に行ってい

る。 
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19.実技授業・講習に関わる器具、用具、備品類の

衛生管理 

□消毒済みの器具、用具、備品類を備え、実習終

了後は、通常以上（場合により標準レベル以上）の

消毒または除菌を行っている。  

□コットン、ガーゼ、ペーパー類等は使い捨てとし、

施術モデルが直接触れる備品類には可能な限りペ

ーパー等で覆う工夫をしている。ペーパー等で覆う

ことの出来ない高頻度に接触する備品類等は、実

習終了後に消毒または除菌を行っている。 

 

19.実技授業・講習に関わる器具、用具、備品類の

衛生管理 

□消毒済みの器具、用具、備品類を備え、実習終

了後は、適切な消毒または除菌を行っている。  

□コットン、ガーゼ、ペーパー類等は使い捨てとし、

施術モデルが直接触れる備品類にも衛生的配慮を

講じている。ペーパー等で覆うことの出来ない高頻

度に接触する備品類等は、実習終了後に消毒また

は除菌を行っている。 

20.各種用具の持ち手・化粧品等の外装部分の適切

な消毒 

□各種筆類（ジェル用、アクリル用、アート用等）の

持ち手部分、ネイルポリッシュ等の各種化粧品、ネ

イル材料のキャップや本体部分も、使用後は消毒ま

たは除菌を行っている。 

 

20.各種用具の持ち手・化粧品等の外装部分の適

切な衛生保持 

□各種筆類（ジェル用、アクリル用、アート用等）の

持ち手部分、ネイルポリッシュ等の各種化粧品、ネ

イル材料のキャップや本体部分も、使用後は清拭し

ている。 

その他 その他 

21.緊急時の対応 

□有事の際の連絡先（管轄の保健所または所轄担

当役所の電話番号）と対応フローを明確にし、共有

できている。 

商業施設内に施設がある場合は、その管理部門と

連携して適切な対応をとっている。 

ミーティングにリモートを活用している。 

21.緊急時の対応 

□講師・スタッフおよび講師・スタッフの近親者に感

染の疑いがある場合の対応フローを明確にし、共

有できている。 

商業施設内で営業している場合は、その管理部門

と連携して適切な対応をとっている。 

ミーティングにリモートを活用している。 

 

22.ガイドラインの遵守、COCOA や QR コードを用い

た追跡システムの利用促進 

□「ネイルスクールおよびネイルに関する授業・講

習等における新型コロナウイルス感染症対策ガイド

ライン」を参照しながら取り組みを実践している。 

また 、新型 コロナ ウイルス接触 確認ア プリ

（COCOA） や QR コードを用いた追跡システムの利

用を促進している。 

 

22.ガイドラインの遵守 

□「ネイルスクールおよびネイルに関する授業・講

習等における新型コロナウイルス感染症対策ガイド

ライン」を参照しながら取り組みを実践している。 

 

 

※医療機関・保健所の負担軽減方針、スタッフおよびスタッフの近親者に感染の疑いがある場合の 

対応については P12・13・15 を参照のこと。 


